
「
頻
陀
晋
本
子
」
寵
竜
の
受
容

は
じ
め
に

「
額
爬
畢
太
子
」
説
轟
旦
澤
迦
の
本
生
簿
ヒ
し
て
、
車
馬
窮

戟
水
腹
を
挿
し
の
書
き
ま
で
ナ
義
盛
し
た
一
層
の
衝
撃
的
蹴
鞠
膏

ヒ
言
え
よ
う
が
、
こ
の
「
展
咋
畢
太
子
」
哉
畠
原
、
本
邦
の
寵
宙

募
－
。
む
捲
ら
れ
て
い
る
地
歌
的
に
一
載
餉
招
魂
竜
で
も
あ
る
．
本

領
は
「
石
山
青
垣
太
子
須
花
等
脛
食
中
堀
匙
を
中
心
に
、
受
容

さ
れ
に
本
邦
祝
鹿
屋
所
載
の
患
宙
と
芝
地
発
し
て
論
じ
よ
う
と
す

る
む
の
で
あ
る
．

一
、
遍
商
の
所
在

「
須
蛇
卑
太
子
」
戌
番
の
．
本
邦
に
吏
い
て
の
管
見
ド
入
∵
た

敷
島
に
は
∵
ニ
吏
給
葡
・
九
亜
本
官
物
寡
所
収
の
も
の
が
あ
る
．

予
の
仲
に
同
、
私
淑
盲
国
費
の
中
の
、
「
菅
苫
田
薄
易
二
行

な
　
各
　
尤
　
瘡

同
車
仙
人
ノ
亨
」
と
し
て
収
載
さ
れ
に
中
に
、
須
間
等
太
子
ド
親

れ
た
一
長
ボ
あ
る
．

鳥
豪
薗
脛
冷
l
一
義
窄
漣
．
雀
旦
・
毎
彗
星
′

走
盲
ト
シ
テ
不
■
l
休
息
シ
風
・
（
中
略
）
慧
君
子
ト
シ

テ
ハ
虐
友
ヲ
尭
ト
シ
テ
貧
者
。
Å
喜
子
象
早
∵
（
下
略
）

（
大
日
本
彿
教
会
喜
）

と
あ
り
、
正
に
曾
鼓
窟
缶
よ
り
出
て
た
ム
レ
の
T
あ
る
こ
考
え
ら
れ

る
．九

猥
本
官
物
莫
T
は
．

〇
葛
汲
降
風
の
王
の
子
よ
ほ
し
さ
．
名
を
項
多
軍
太
子
と
中
き
．

．
為
に
こ
ゝ
ろ
さ
し
あ
り
て
、
仁
か
ら
き
よ
し
む
亨
は
し
．
一

鼠
の
珍
章
二
】
か
人
ご
と
に
あ
た
へ
、
四
十
人
の
大
臣
、
此

苧
を
が
k
ぶ
き
て
云
、
凰
盈
買
う
せ
は
ば
、
払
園
R
と
ろ
ふ

ぺ
し
．
園
ぶ
と
ろ
へ
な
ぼ
．
異
風
の
轟
に
と
ら
れ
ん
と
き
、

1

、
か
y
あ
る
べ
き
。
ね
が
l

J
く
呵
太
子
を
檀
と
く
サ
ル
に



〓
め
阜
ウ
ん
、
（
頭
と
奏
し
け
れ
吋
・
大
王
・
此
大
箆
の
中
む

ね
l
こ
d
か
せ
て
、
丸
子
を
檀
ヒ
く
山
へ
や
り
鼻
産
．
勅（

の
瞥
）

勘
に
恐
れ
て
．
御
供
に
ま
い
ゐ
人
む
な
か
り
け
れ
ば
．
太
子

女
御
ば
か
り
と
、
九
崇
号
轡
霊
草
…
妄
に
斥
て
ゝ
、

虐
舟
山
へ
入
り
紆
ひ
け
る
．
太
さ
、
寒
山
に
し
て
恭
啓
札

卑
し
て
軒
′
I
鮭
ひ
け
れ
ぼ
．
☆
碑
輿
谷
の
水
を
告
二
澤

の
登
米
を
フ
み
て
、
や
し
な
小
に
て
ま
っ
リ
ー
了
る
ほ
ど
に
、

鳩
軍
司
の
翁
と
て
、
老
人
罪
て
云
く
、
革
竜
ド
鞋
ご
L
k

は
す
る
よ
し
亨
つ
け
た
畠
田
る
．
輿
尭
お
と
ろ
へ
て
．
つ

か
か
ん
の
起
し
．
ね
が
は
く
匝
二
人
の
子
を
紆
l
は
っ
て
つ
か

か
べ
し
・
と
甲
け
れ
ば
、
是
モ
お
し
む
む
の
堪
り
ば
、
意

や
ポ
れ
拍
べ
し
∵
と
ら
せ
て
や
り
て
l
！
母
の
女
神
．
峯
の

木
の
賃
を
ひ
ろ
坐
澤
の
菜
盲
つ
品
席
り
凍
て
、
い
か
鼠

色
言
烏
わ
ん
ず
′
ワ
ん
と
お
ぼ
し
め
し
わ
づ
ら
ひ
な
が
ら
、

二
人
の
御
子
電
お
き
な
に
と
ら
せ
て
や
り
に
孟
朝
け
れ
ば
、

な
ら
は
ぬ
御
心
に
、
聴
ろ
し
げ
な
る
爺
の
ぐ
し
て
行
け
は
、

ゆ
か
じ
と
て
す
き
甘
綺
ひ
け
れ
ば
、
さ
の
か
ま
で
こ
そ
丸
子

の
和
子
な
れ
、
け
か
l
司
わ
が
空
電
ケ
と
て
二
l
大
の
御

子
重
し
ぼ
り
て
．
さ
き
に
に
て
ゝ
ゆ
さ
け
れ
ば
∵
1
ゑ
盲
た

て
ヽ
お
め
き
瞥
け
る
を
堅
固
ひ
け
ん
．
さ
す
が
に
こ
友
と
愚

挿
話
の
神
風

し
け
ん
か
し
．
輿
後
に
ロ
女
御
を
む
人
の
こ
ひ
け
i
t
．
竺

と
ら
せ
て
紛
ひ
て
け
り
・
と
そ
申
色
男
め
る
。
こ
ま
か
l
こ
園

須
陀
郡
澄
・
ユ
ハ
渡
英
脛
に
ぞ
侍
上
桝
が
・

（
古
墳
丈
昇
）

と
め
る
・
太
子
薮
晋
と
拉
頃
す
る
と
か
日
生
の
璽
慧
存
し

て
l
、
る
．
九
舟
窟
物
集
の
言
鳶
葦
そ
の
も
の
が
．
丸
子
霧
陀
写
．

犀
に
壊
し
て
綱
華
的
に
少
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
生
じ
る
．
太

子
項
陀
軍
陣
に
比
螢
し
て
の
九
蚤
暴
1
。
上
け
る
協
産
び
の

簡
略
憧
l

a
別
と
し
て
、
例
え
ば
、
丸
子
額
盈
藩
で
は
、
丸
子
武

虐
特
山
に
流
さ
れ
る
契
機
ヒ
は
フ
た
の
頃
園
の
賓
の
自
家
竜
敵

匠
に
壌
土
誓
）
と
で
あ
る
の
l
。
蛍
し
て
、
壷
篭
栗
で
－

司
、

趨
象
的
原
由
責
裏
示
し
、
太
子
の
布
地
に
よ
り
国
力
が
低
下
す
る

と
い
う
大
臣
の
危
樵
鷹
が
ら
T
あ
る
と
す
勺
九
環
恭
啓
物
集
で

申
∵
鳩
官
園
の
範
に
子
孟
晋
鼻
面
に
全
体
の
年
分
以
上
の
紙
幅

を
割
き
常
並
す
る
。
そ
の
後
年
「
初
．
後
に
。
女
御
芝
も
人
の

こ
廿
け
れ
ば
・
と
ら
せ
て
紆
ひ
て
け
り
・
と
そ
申
徴
門
め
る
」
と

あ
る
の
み
で
・
太
子
須
佗
せ
轟
に
存
す
る
ヰ
フ
は
軒
静
夫
の
堤

ド
よ
っ
て
こ
き
は
谷
風
に
蘇
り
、
ま
行
∵
冬
テ
レ
旬
と
皐
も
巨
無

事
卒
園
に
鹿
骨
着
く
と
い
，
た
賽
l
a
先
金
に
歓
落
し
て
い

る
．
九
舟
本
管
物
某
ド
各
す
る
．

ゆ
え



島
∴
髄
1
珂
療
鳶
．
句
境
戒
蜜
太
子
h
後
藤
心
身
患

○
き
の
か
最
で
こ
サ
太
子
の
御
子
な
れ
、
け
小
は
わ
が
社
恵

は
・
リ

と
あ
る
華
ロ
ー
更
鳩
宙
園
の
翁
が
、
従
フ
て
衆
J
ぅ
と
し
は
い
二

人
の
子
供
に
激
し
て
説
得
す
る
時
の
も
の
で
あ
る
．
こ
れ
に
萄
し

て
太
子
須
畢
陛
－
こ
蘭
の
ら
れ
る

○
碗
ハ
大
王
の
患
部
き
・
今
I
l
入
墨
嘗
軒
（
メ
ユ
・

（
粛
～
椚
）

と
あ
る
の
臼
、
ニ
大
の
子
侯
武
本
包
l
こ
廃
り
大
王
の
蘭
で
の
鶉
施

郁
利
の
凌
盲
T
あ
る
．
大
王
ポ
チ
例
言
嬰
－
う
と
す
完
の
に
墳
す

る
書
の
理
由
で
あ
る
．
雨
着
の
豊
・
内
容
共
に
廟
僻
し
て
い

る
爪
、
鹿
吊
場
面
が
異
な
る
．
九
冊
水
密
物
某
で
障
、
子
を
奉
ド

輿
え
ヰ
っ
と
す
る
時
／
冬
丁
に
相
、
色
分
の
確
ま
通
す
尊
と
子
供

盲
布
協
し
た
亨
を
知
フ
た
時
の
女
御
に
奥
す
る
燐
喝
と
T
の
最

が
各
し
た
と
堰
き
、
ま
た
、
翁
に
引
き
立
て
ら
れ
る
子
供
を
r
さ

す
爪
に
表
と
L
局
っ
に
丁
ク
つ
う
ヒ
准
測
し
て
い
る
が
∵
】
う
し

去
討
這
．
太
子
須
書
直
に
は
存
し
て
l

－
な
い
．

右
の
如
く
．
太
子
薯
と
九
冊
本
管
肋
集
の
闇
に
園
か
な

り
の
罷
り
が
存
す
る
よ
っ
て
あ
る
．
こ
う
L
に
異
同
の
幸
田
呵

本
邦
に
お
け
る
患
轟
の
改
蟹
に
鞄
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
臆
測
さ
れ

る
。

こ
、
三
貴
の
「
喝
画
等
太
子
」
載
髄

・
「
覇
箪
太
子
」
奄
華
甲
三
官
爵
南
に
古
ネ
ゥ
れ
て
い
句

二
寄
鎗
葡
ヒ
太
子
項
花
篭
経
と
を
比
救
す
台
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
甲

出
入
が
昏
す
る
．
そ
め
〓
撃
墜
三
曹
檜
潮
の
出
典
と
閣
係
す
る

も
の
と
真
夏
′
ク
れ
る
。
三
茸
収
の
丸
子
須
陀
￥
の
登
岩

木
に
、

〇
九
千
項
凛
謡
六
度
逢
す
、
、
包
有

と
あ
り
、
出
典
壷
喝
示
し
て
t

、
る
．
九
蓑
の
恵
東
に
む

喝
巷
の
包
覇
が
存
す
る
が
∵
－
れ
－
。
準
っ
と
∵
ニ
賓
槍
山
里
薪
の

「
須
簡
宰
李
し
麗
髄
は
複
数
の
出
典
毒
受
事
ヒ
な
る
．
こ

の
他
．
連
菟
登
外
l
こ
蔑
め
ら
れ
る
が
．
法
認
疎
林
の
愚
弟
八
十
通

せ
串
等
皿
の
登
鳶
墓
園
．
冬
†
顛
簡
曹
直
か
ら
の
か
出
て
あ
斗

出
鼻
と
し
て
撞
六
度
某
脛
と
丸
子
須
陀
誓
脛
・
連
発
親
株
と
の
こ

皐
粗
が
想
足
さ
れ
ケ
ー
と
と
甘
る
．
＝
の
「
須
陀
写
太
子
」
畠
誌

の
出
兵
に
つ
い
て
l

苧
患
啓
の
鞠
筒
常
春
窮
千
の
勧
高
冷

で
は
．
雨
着
爽
－
。
三
寄
檜
司
の
「
原
著
丁
丸
子
」
龍
茜
の
生
成
に

男
L
T
l

、
る
巨
を
亀
が
九
二
ハ
度
真
紅
竺
箇
所
の
例
示
ド
よ

フ
て
閣
し
て
い
る
と
さ
れ
る
．
一
箇
所
は
．
南
兄
を
布
漉
し
た
灸



の
瀧
の
．
丸
子
に
激
す
る
妻
で
守
今
一
箇
所
は
赤
軍
茜

末
毒
の
由
比
で
あ
る
．
貴
陶
は
鬼
敦
を
加
え
る
と
、
何
ス
ぽ
友

の
雪
面
曾
墓
室
謡
に
賢
し
に
と
剤
攣
れ
る
身
と
考

え
ら
れ
る
．

（
三
青
緑
詞
）

喜
祈
島
野
王

只
樋
′
子
有
†
県

木
坤
ト
云
†
痢
廟

u
頑
1
彗
l
崩
川

7
－
山
劃
つ
例
月
貫
有

人
．
社
主
液
了
集
，

衆
ラ
物
ヲ
乞
7
王
．

威
免
ル
シ
告
レ
畢
1

テ
凪
ス
毒
7

（
六
書
）

昔
者
等
東
風
三
党

日
雇
埴
英
名
葛
．

治
盈
J
X
正
．
塞
虚

無
椙
．
王
有
太
子

名
須
大
軍
瑠
倒

司
矧
頚
矧
川
．

四
書
凄
．
言
不

傷
ん
．
三
石
一
子

育
え
室
．
太
子

亨
亀
甲
孟
菜
．

膏
ね
え
食
．
噂
庵

布
聴
怒
漬
酪
生
．

合
口
珍
せ
受
病
菌

覇
．
愚
者
不
惑
非

常
土
壁
領
土
可
偲
．

（
太
子
顔
晋

旦
B
過
去
不
可
計

句
境
。
有
恩
岩

貴
．
其
王
患

白
濁
卑
．
以
政
法

治
国
。
（
中
略
）

太
子
晩
生
（
中
噂
〕

使

写

本

嘉

大

害
．
（
ヰ
喀
〕
丸

子
互
阜
王
仏
書
計

射
御
衣
諸
乱
費
管

帝
．
（
中
略
）
鋏

き
少
小
悪
倉
骨

布
地
．
（
ヰ
噂
〕

丸
子
如
使
傍
題
茸

叔
珍
官
署
甲
城
門

◎
三
一
ッ
ノ
台
キ
象
膏

t
t
カ
六
十
ノ
象
●

頚
城
囲
。
放
り

戦
7
時
．
此
象
勝

り
′

有
智
之
士
限
有
五

家
．
乃
尚
布
態
土

士
．
十
甘
藷
傭
縁

一
畳
東
新
裏

不
歓
施
為
せ
上
官
．

杢
謹
書
蔑
．

星
夜
且
．
欲
碍

衣
食
着
塵
雪
ぎ
．

怠
虎
珍
書
乳

宅
賓
不
奥
．
光

者
達
被
．
四
藩
容

．襲．

．
外
盈
貴
市
千
．
捲

人
加
東
パ
オ
上
下

臭
不
埼
知
太
子
功

徳
着
．
田
鹿
人
民

類
従
首
甲
未
着
千

里
殊
重
富
赤
水
．

考
．
大
欲
骨
食
着

A
賢
．
欣
母
衣
肴

輿
衣
．
欲
得
金
銀

扮
聾
者
礪
垂
．

卓
彦
欲
得
不
道
真

港
．

文
王
雪
白
象
．

覇

川

刊

劉
」
拇
囲
貴
．

象
置

貞
義
盲
．
専
政

魔
王
布
告
葦
上

喜
療
再
発
．

多
か
音
奇
輿
清

風
共
相
銀
鍔
如
象

常
勝
．
（
中
略
）
匿

復
百
三
　
へ
中
略
）

三
督
檜
咽
の
1
穣
陀
嘗
太
子
L
説
話



為
一
句
　
軒
先
憲
　
司
須
陀
宇
太
子
b
詮
詰
り
焚
各

此
免
除
激
六
十
泉

力
。

◎
戟
／
三
顧
・
－
亨
ヲ

蔵
享
珂
l
血
判
l
為

杖
ヲ
リ
木
大
串
貨

車
物
八
人
ヲ
鎗
テ

太
子
′
草
－
達
テ

此
象
ヲ
命
乞
4

薗
王
領
白
．
丸
子

賢
書
無
永
不
登

壇
悪
八
人
え
太

子
折
合
乞
白
魚
．

悪
事
喜
嘗
常

子
．
受
命
卸
缶
．

達
士
八
人
知
行
椿

杖
．
渡
渉
止
両
増

葉
波
風
．

潮
風
風
刺
属
展
観

瓶
．
哉
枝
畳
屋

帝
都
鼎
千
春
工

到
葉
改
園
．

草
罰
よ
り
の
三
側
を
例
示
し
た
堅
①
例
の
傍
線
部
堕
六
度
真

鯉
の
傭
常
に
著
し
、
太
子
再
選
に
撞
太
子
の
こ
う
し
た

形
容
が
見
替
ら
な
い
．
①
例
の
－
ニ
菅
檜
蘭
の
前
半
部
介
の
行
文
l
a

ユ
ハ
京
菜
脛
に
近
い
よ
う
て
あ
り
、
後
半
寡
の
石
女
は
丸
子
須
花

睾
紅
に
並
い
ヰ
つ
で
参
る
．

◎
例
で
固
∵
ニ
曹
絡
親
が
鬼
の
丈
で
あ
り
・
六
度
栄
繹
レ
同
じ

く
地
の
文
で
あ
る
の
t
こ
激
し
て
．
働
属
す
る
太
子
顛
普
直
の
部

や
八

介
－
コ
合
轟
旬
－
。
見
出
さ
れ
る
．
入
、
＆
苫
革
の
白
象
の
形
容
収
、

太
子
額
畢
脛
r
は
か
な
り
後
の
晋
に
出
現
し
、
太
子
壷
P

す
る
大
豆
の
廣
言
中
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
生
こ
の
朝
命
む

六
度
轟
と
の
闇
値
が
裾
足
さ
れ
る
．

⑦
例
で
哩
八
人
の
遣
士
の
形
容
と
し
て
三
暴
詞
l
こ
存
す
る

「
鹿
′
虎
ヲ
着
」
に
昔
す
る
宙
雄
が
丸
子
貌
選
に
l

⊇
見
替

ら
な
い
．

右
の
壷
く
二
三
賛
綽
司
の
生
滅
ビ
バ
烹
轟
が
屠
レ
〔
」
と

は
衣
め
は
い
．
色
、
全
体
に
考
て
軋
る
と
丸
子
須
陀
畢
鐙
ヒ
の

贋
が
優
先
す
る
よ
う
で
あ
り
、
筋
立
て
の
骨
組
に
太
子
項
陀
写

経
亘
用
い
、
脚
色
の
良
港
で
六
度
基
嬰
羞
監
入
れ
に
如
く
l

。
む

考
え
ら
見
る
。

六
度
美
園
に
も
．
丸
子
須
宵
写
経
に
も
見
出
せ
な
い
部
舟
山
主

賓
檜
南
中
に
存
す
る
。
例
え
ば

○
翁
）
丁
尊
王
乞
7
号
三
度
－
－
互
ル
刺
子
琴
落
ス
子
ヲ
払

7
亨
モ
先
取
ク

翁
ノ
怒
，
亨
モ
索
】
潔
㌣
準
l
埠
7
朱
レ
り
卑

噸
ヲ
不
達
㌣
童
7

と
あ
る
却
介
て
ー
雨
宮
を
布
缶
す
る
時
の
丸
子
の
心
境
盲
竜
し
た

傍
線
串
の
海
き
薗
基
は
．
大
友
東
経
に
む
太
子
原
画
嘗
陛
1
古
見

皆
ら
な
い
．
こ
う
し
た
異
同
旦
心
の
最
昼
ど
の
添
加
に
或
る



巷
の
附
項
、
つ
ま
り
物
語
性
に
厚
内
為
す
た
の
の
営
為
ヒ

己
理
辞
さ
れ
る
．

三
、
個
蔑
丸
子
須
苺
丁
寧
貰
中
朝
醇
と
三
賓
塵
刑
ヒ
見
敦

（
三
賓
屠
）

（
鮨
薗
丸
子
覇
苦
境
ヰ
守

期
紅
〕

ヘ
イ
グ
レ
＞

た
・
ひ

伊
り
礼
ヲ
モ
可
再
三
不
有
ス
　
　
何
て
傍
ら
守
る
可
き
（
票

（
3
7
ウ
）

三
守
静
間
l
。
車
載
さ
れ
に
「
須
豊
丁
丸
子
」
蔑
竜
は
、
右
の
猿

宙
か
ら
廿
．
丸
義
軍
脛
が
卑
萄
・
直
巷
の
出
嘆
で
1

口
置
く
、

他
に
且
呈
ハ
が
専
し
、
え
、
三
貴
の
作
者
の
席
青
む
合
よ
れ

る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
が
．
J

X
彼
に
旧
、
碗
祝
太
子
易
菩
丁

富
転
義
菅
深
憂
綺
司
と
三
・
三
の
富
澤
的
側
面
小
ら

最
し
す
っ
と
し
た
み
の
で
あ
る
．
・

三
蚤
の
東
商
形
態
聖
白
土
青
に
つ
t

、
て
l
＝
本
行
ド
導

で
最
初
し
、
附
属
や
請
褐
藤
尾
固
持
倣
名
刺
寺
す
る
の
が
竜
鳩

で
あ
る
餌
∵
甲
に
富
貰
債
鬼
・
肖
像
名
に
傲
フ
て
本
行
に
衷
包
さ

れ
た
自
立
語
が
専
す
る
．
宙
骸
蘭
書
「
に
は

ア
ヤ
フ
シ
イ
ゾ
レ
イ
又
へ
イ
モ
ネ
ズ
J
イ
マ
ス
カ

ク
ヰ
ユ
タ
ダ
ル
ッ
ク
ナ
ヅ
ム
ナ
ド
テ
カ
ナ
へ

ブ
．
ハ
ル
カ
ニ
ヒ
ル
ム
7
旦
ブ
ユ
〃
ム

の
十
五
例
が
専
す
る
．
こ
の
内
の
五
喬
に
つ
い
．
て
l
弓
偏
窟
丸
さ

額
陀
写
経
サ
ド
轟
ヒ
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
多
々
。

怖
誼
六
千
頒
陀
亨
徒
手
委
す
喝
魚
と
三
雪
線
伺
と
の
に
餃

（
ィ
マ
ス
＞

不
ノ
音
j
貰
岩
畳
看
ろ

（
4
0
オ
）

八
カ
ケ
＞

会
知
久
張
て
云
与
（
諦
ウ
）

へ
り
ケ
＞

放
，
ツ
本
丸
留
骨
、
物

（
3
3
オ
）

垂
（
ヲ
）
食
ト
ン
良
喝
ヲ

寧
勘
（
琳
）

ツ

衣
を
希
イ
て
　
（
叫
）

ハ
ハ
ル
刀
ニ
＞

パ
ル
カ
。
馬
丁
（
封
オ
）

の
五
例
で
あ
る
が
、
「
ツ
ク
L
の
例
の
除
い
て
そ
の
永
谷
の
蛍
低

箇
新
が
太
子
額
抱
憲
の
青
に
着
し
な
い
。
他
面
料

（
ア
ヤ
7
シ
・
イ
ヌ
＞

物
モ
不
食
ス
り
モ
禰
琴
卑

ヲ
送
り
日
ヲ
迭
き
形
モ
奄

中
丸



裾
l
勧
　
佃
．
冨
需
　
『
頻
た
亨
太
子
h
昔
の
亀
谷

日
劣
り
衷
テ
命
ヰ
玩
－
■
あ
で

か
さ
■
－
響
麗
　
（
朝
ウ
）

へ
ヰ
ユ
＞

碑
ヒ
さ
卑
r
氾
犬
㌣
（
好
オ
）

＜
タ
ダ
ル
レ
・
ユ
ガ
l
 
A
＞

自
多
～
礼
ロ
ヰ
由
加
甘
利

（
布
オ
）

＜
ナ
ヅ
4
・
ヒ
ル
A
V

埼
禾
ツ
ミ
歩
叫
耳
琴
プ
ヒ

宙
ミ
濾
㍗
■
　
（
料
ウ
）

＜
ナ
ド
テ
カ
＞

三
郎
止
大
力
爵
可
奇
ト
問
ヒ

埠
ハ
　
　
　
　
C
棚
オ
）

（
ナ
ヘ
γ
有

年
考
7
力
少
・
ン
足
汁
キ
難
歩

雨
の
自
壊
青
し
。
面
奴
み
萄
丘

翳
し
上
（
豊

我
は
聾
梅
軋
れ
頓
身
（
ヲ
）
畢

（
ケ
）
て
皆
萄
し
。
（
望

（
3
7
ウ
）

＜
フ
せ
J
Z
V

向
の
賢
l
こ
が
男
博
畢
／
ク
リ

－

ノ

　

　

　

　

　

タ

ケ

ト

［
昂
〕
せ
ほ
黄
土
l
［
都
〕
　
（
瑚
〕

堰
堤
（
イ
）
て
胡
郎
レ
タ
レ
ハ

（坤）

員
0

零
に
音
の
語
ポ
見
出
せ
な
い
．
巷
の
例
む
場
動
が
尊
ノ
例

で
あ
う
て
三
着
患
す
る
感
動
ド
「
7
セ
グ
」
に
葡
嘗
す

る
寵
が
見
替
ら
な
い
．
先
塙
「
ツ
ク
」
も
偽
絵
本
子
頑
柁
写
経
ヰ

豪
甲
礪
恥
の
本
文
の
用
亨
が
「
埼
」
で
あ
フ
て
み
九
年
こ
・
の
字

の
落
穂
訓
涙
「
モ
ツ
L
と
勧
め
ら
れ
る
第
が
・
わ
、
三
号
伶
詞
の
一
刀

葉
償
名
・
汽
号
自
立
音
表
亀
に
呵
三
貴
の
生
成
週

番
に
お
け
る
作
薗
l
ヾ
亀
の
ム
ソ
れ
ゐ
ヒ
着
え
ら
れ
る
。

以
下
に
甲
景
間
に
お
口
る
所
領
犀
閂
・
良
藷
を
表
わ
す

副
詞
・
壇
磯
詞
の
比
戦
き
示
す
こ
と
と
す
る
．

へ
三
官
給
詞
）

．
ベ
イ
升
が
セ
ム
〕

旬
力
轟
4

へ
イ
カ
シ
テ
カ
）

■

「

　

　

力

奈
・
何
シ
テ
カ
（
祁
）
、

鹿
ハ
賊
ヲ
不
せ
入
時
逆
I
．

（
カ
ウ
）

さ

敵
（
ヲ
）
却
く
る
呈
〕
覇
の
象
を

l
a
　
（
担
）

右
の
如
く
で
．
「
ナ
ド
テ
カ
」
を
隙
い
て
、
普
骸
音
に
葡
雁
す
る

（
イ
カ
デ
カ
）

向
㌢
碍
▲

乎
万
有
ル
ー

（
イ
カ
ナ
ル
）

何
廟
ナ
罪
タ

（
イ
カ
ニ
）

向
は
事
故
に
・
い
幻
か
（
豊



（
イ
カ
ニ
セ
4
）

（
イ
カ
ニ
．
ソ
）

ヘ
イ
ツ
カ
）

（
イ
ヅ
ヰ
）

何
ヰ
去
叫
舟

（
イ
ヅ
レ
）

暦
l
ソ
丸
呈

（
イ
ド
コ
カ
・
イ
ド
コ
ニ
カ
）

（
タ
レ
）

密
カ

句
（
こ
〕
祝
（
カ
ム
）
　
（
瑚
）

菌－．（
ナ
ぜ
ニ
）

l

句
（
ニ
）
セ
む
と
（
引
J

何
l
土
豪
（
ニ
）
盲
と
㊧

か句
（
ニ
）
そ
（
即
）

云
旬
（
ニ
）
で
（
刊
）

か
・
餉
（
ニ
）
ヤ
へ
坤
）

（
ナ
ゾ
）

故
に
か
（
誓

単
一
リ
（
瑚
豊

何
故
（
ニ
）
で
（
那
珂
）

印
l
軒
㌘
讐

幣
や
（

紬
荘

豊
）

（
祁
）

′
l
ツ句

力
　
（
融
）

（
ナ
ド
テ
カ
）

郡
止
大
刀

（
ナ
ニ
）

句
モ
位
1
7

何
れ
の
へ
押
）

何
等
（
し
）
を
（
抑
）

何
の
（
珂
）

何
に
（
㌍
）

句
か
（
爾
）

イ
　
L
r
　
コ

島
－
折
カ
へ
鵬
）

イ
L
r
 
l
つ

為
－
新
二
カ
（
瑚
）

（
ナ
こ
コ
ト
）

南
軍
、
倣
㌣

何
亨
貫

（
ナ
ニ
ゾ
）

静
か
（
如
）

帝
耽
太
子
頒
陀
富
樫
ナ
答
す
璃
恵
三
讐
檜
領
と
ヱ
嵐

尊
冨何

　
ヤ
（
爛
）

鼻
へ



弟
へ
句
研
究
菖
叩
1
頭
取
等
末
子
も
微
音
の
夏

着
の
比
敏
の
缶
暴
．
三
軍
檜
国
に
出
現
す
る
の
周
九
琴
錦
韻
太

子
須
誓
竿
せ
中
期
瓢
ド
は
十
三
藷
が
出
嘱
す
る
が
、
繭
資
料

に
共
通
に
出
現
す
る
君
は
「
イ
カ
ナ
ル
」
「
イ
ヅ
レ
」
「
タ
レ
」

「
ナ
ニ
L
の
国
語
で
あ
る
。
丸
子
須
麿
等
経
が
三
貴
の
出
嘆

て
あ
る
幸
三
貴
慮
す
れ
ば
、
そ
の
一
致
率
l

可
必
ず
し
上
島
い
も
の

と
旦
昌
え
は
い
ヒ
考
え
ら
れ
る
．

石
の
布
達
q
l
フ
t
。
周
章
垂
が
音
義
の

資
料
で
あ
り
二
耳
恕
着
港
草
ニ
蟹
檜
飼
鮮
碧
蒔
代
の
責

豆
使
方
と
い
っ
た
時
宜
芽
が
存
す
る
の
が
む
摩
れ
な
い
。
ス
．
三

曹
檜
罰
の
出
輿
と
P
r
氷
る
も
の
は
、
丸
子
療
佗
苛
に
け
ど
同

J
C
く
、
今
回
巌
に
開
い
た
天
台
奉
の
禾
統
㍗
あ
る
と
考
え
ゥ
れ

る
石
山
寺
痕
の
盟
果
子
須
佗
賓
産
ヰ
富
商
随
の
訓
菌
苫
呵

三
露
詞
の
出
項
と
聖
に
丸
子
須
佗
写
経
と
ど
れ
ほ
ど
の
淘
蝿

帳
稀
に
あ
る
か
ほ
ど
の
闇
嵐
が
落
し
て
い
る
．

本
水
三
貴
吋
源
晶
帯
ド
よ
っ
て
永
観
二
年
l

こ
尊
号
内
親

王
－
。
奉
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
．
尚
え
ド
旦
只
事
よ
り
・
出

攻
と
は
る
塵
ハ
を
改
硬
し
て
．
佳
苗
を
押
え
て
倖
成
し
た
可

能
性
む
存
す
る
∵
－
う
し
毎
晶
ド
よ
り
．
出
典
と
彗
た
杢
J

須
葦
て
の
も
の
の
剖
葺
鳥
と
相
異
彗
た
賓
桑
を
布
す
る
d

ぅ
に
聖
た
ら
の
て
あ
ろ
う
。
全
白
物
藩
の
車
く
比
吾
出
典
と

員－（

の
逸
歯
由
比
敢
択
可
能
で
あ
る
ヒ
考
え
ら
れ
る
資
事
と
臭
ぢ
勺
、

骨
絢
・
筒
立
て
を
童
と
し
て
出
兵
に
依
り
．
迭
音
的
憲
出
奥
に

従
わ
な
い
と
㌧
た
ミ
聾
繚
司
の
曳
話
受
容
の
能
夏
に
・
本
郡
に

た
け
る
競
轟
轟
薫
の
一
．
っ
の
在
り
凍
高
め
る
亨
叙
で
き

る
L
U
の
と
着
走
ら
れ
る
。

（注）

注
－
小
泉
弘
・
聾
l
勺
欝
＝
苛
終
業
厳
　
「
＝
一
幕

の
碗
究
L
 
b
（
肪
和
五
十
五
年
⊥
い
月
）




